
 
『
風
俗
史
学
』
投
稿
規
定 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

平

成

十

五

年

五

月

二

十

四

日

改

訂

 

平

成

二

十

三

年

十

一

月

二

十

日

改

訂

 

平

成

二

十

六

年

九

月

二

十

七

日

改

訂

 

平

成

二

十

九

年

七

月

十

五

日

改

訂

 

 

一

、

投

稿

資

格 

投

稿

す

る

者

は

本

会

会

員

と

し

、

未

発

表

の

も

の

に

限

る

。

た

だ

し

、

編

集

担

当

か

ら

執

筆

を

依

頼

し

た

原

稿

は

こ

の

限

り

で

は

な

い

。

ま

た

、

他

に

審

査

中

も

し

く

は

掲

載

予

定

の

原

稿

は

二

重

投

稿

と

み

な

し

本

誌

で

の

発

表

は

認

め

な

い

。

会

費

未

納

の

場

合

は

投

稿

を

受

理

で

き

な

い

。 

二

、

原

稿

の

種

類

と

枚

数

（

四

〇

〇

字

詰

め

換

算

枚

数

） 

①

論

文 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三

〇

～

七

〇

枚 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

（

論

点

を

明

確

に

し

、
論

証

に

よ

っ

て

新

た

な

知

見

を

示

す

も

の

） 

②

研

究

報

告 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三

〇

～

七

〇

枚 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

（

体

系

化

す

る

前

の

研

究

の

一

端

を

報

告

・

提

起

す

る

も

の

） 

③

調

査

報

告 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

九

～

三

〇

枚 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

（

風

俗

史

に

関

す

る

調

査

の

一

端

を

報

告

・

提

示

す

る

も

の

） 

④

風

俗

史

考

証 
 

 
 

 
 

 
 

 

九

～

三

〇

枚 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

（

風

俗

史

に

関

す

る

史

実

・

事

物

由

来

等

に

関

す

る

も

の

）

 

⑤

研

究

動

向

・

資

料

紹

介

・

書

評 

九

～

二

〇

枚 
 
 
 
 
 
 
 
 

（

学

問

動

向

、

資

料

紹

介

、

風

俗

史

関

係

書

の

書

評

）

 

⑥

風

俗

史

点

描 
 

 
 

 

四

～

九

枚 

写

真

若

干 
 
 
 
 
 
 
 

（

風

俗

史

に

関

す

る

話

題

提

供

） 

⑦

見

学

会

参

加

記 
 

 
 

四

～

九

枚 

写

真

若

干 
 
 
 
 
 
 

（

見

学

会

に

参

加

し

た

記

録

・

随

想

） 

⑧

卒

論

・

研

究

発

表

等

の

発

表

要

旨 
 

二

～

三

枚 
 
 
 
 
 

（

発

表

内

容

の

概

要

説

明

） 

⑨

新

刊

紹

介

・

博

物

館

情

報

等 

適

宜 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（

新

刊

紹

介

・

展

覧

会

等

催

事

情

報

） 

原

稿

の

種

類

①

～

④

の

規

定

枚

数

の

中

に

は

、

図

版

資

料

（

図

・

表

・

写

真

）
、

註

な

ど

を

含

む

。 

三

、

原

稿

執

筆 



 
 

執

筆

に

あ

た

っ

て

は

所

定

の

執

筆

要

領

に

し

た

が

っ

て

執

筆

す

る

こ

と

。 

四

、

原

稿

の

審

査 

 
 

投

稿

の

あ

っ

た

原

稿

の

う

ち

前

記

二

の

原

稿

の

種

類

①

～

③

は

、

二

名

以

上

の

者

に

査

読

を

依

頼

す

る

。

そ

の

結

果

に

基

づ

き

な

が

ら

編

集

担

当

者

が

掲

載

の

採

否

・

原

稿

の

種

類

（

論

文

・

研

究

報

告

な

ど

の

区

分

）

を

決

定

し

、

執

筆

者

に

報

告

す

る

。 

五

、

校

正 

 
 

著

者

校

正

は

原

稿

の

種

類

①

～

③

は

二

回

、

そ

の

他

は

一

回

ま

で

と

す

る

。

校

正

は

誤

字

・

脱

字

等

の

訂

正

と

し

、

大

幅

な

加

筆

・

修

正

は

認

め

な

い

。

定

期

刊

行

を

維

持

す

る

た

め

に

、

指

定

し

た

期

日

ま

で

に

戻

す

こ

と

。 

六

、

抜

刷 

 
 

抜

刷

は

執

筆

者

の

申

し

出

に

よ

り

原

稿

種

類

①

～

⑤

に

限

り

、

有

償

で

作

成

す

る

。

ま

た

執

筆

者

に

は

原

稿

の

種

類

①

～

⑤

は

五

部

、

同

⑥

～

⑨

に

は

二

部

掲

載

誌

を

贈

呈

す

る

。 

七

、

原

稿

の

送

付 

 
 

投

稿

原

稿

は

、

オ

リ

ジ

ナ

ル

原

稿

の

ほ

か

コ

ピ

ー

を

二

部

添

え

て

送

付

す

る

こ

と

。

ワ

ー

プ

ロ

原

稿

の

場

合

は

、

デ

ー

タ

を

U
S

B

メ

モ

リ

、C
D

、D
V

D

、

フ

ロ

ッ

ピ

ー

等

の

い

ず

れ

か

に

入

れ

て

、

プ

リ

ン

ト

原

稿

と

と

も

に

送

付

す

る

。

そ

の

際

に

ワ

ー

プ

ロ

ソ

フ

ト

の

名

前

お

よ

び

バ

ー

ジ

ョ

ン

を

明

記

す

る

こ

と

。 送

付

先

は

学

会

事

務

局

宛

と

し

、

事

故

に

備

え

て

控

え

の

コ

ピ

ー

を

と

り

、

書

留

も

し

く

は

簡

易

書

留

、

レ

タ

ー

パ

ッ

ク

等

で

郵

送

す

る

こ

と

。

投

稿

原

稿

類

は

返

却

し

な

い

。 

八

、

著

作

権 

 
 

本

誌

に

掲

載

さ

れ

た

論

文

等

の

著

作

権

は

日

本

風

俗

史

学

会

に

帰

属

す

る

。

た

だ

し

、

執

筆

者

が

別

の

著

作

に

転

載

す

る

場

合

は

事

務

局

ま

で

連

絡

を

入

れ

て

了

解

を

得

る

こ

と

。 
執
筆
要
領 

平

成

二

十

三

年

十

一

月

二

十

日

改

訂

 

平

成

二

十

九

年

七

月

十

五

日

改

訂 



 
一

、

執

筆 

 
 

原

稿

は

原

則

と

し

て

ワ

ー

プ

ロ

入

力

し

た

も

の

と

す

る

。

手

書

き

原

稿

の

場

合

は

、

執

筆

者

は

編

集

担

当

者

に

連

絡

確

認

す

る

こ

と

。 

二

、

書

式 

 
 

用

紙

は

A
4

判

横

使

い

と

し

、

一

ペ

ー

ジ

を

一

行

二

五

字

詰

め

四

〇

行

縦

書

き

、

と

す

る

。

原

稿

用

紙

で

の

執

筆

は

こ

の

限

り

で

は

な

い

。 

三

、

原

稿

の

構

成 

 
 

投

稿

規

定

二

で

示

し

た

原

稿

の

種

類

①

～

③

の

構

成

は

、

原

稿

の

種

類

・

題

目

（

和

文

・

英

文

）
・

氏

名

（

ふ

り

が

な

・

ロ

ー

マ

字

表

記

）
・

本

文

・

註

・

参

考

文

献

・

付

記

等

の

順

と

す

る

。

原

稿

の

種

類

④

以

降

は

必

要

に

応

じ

て

構

成

内

容

を

省

く

こ

と

が

で

き

る

。 

四

、

盗

作

の

防

止 

盗

用

・

剽

窃

等

の

問

題

が

生

じ

な

い

よ

う

に

投

稿

原

稿

の

種

類

を

問

わ

ず

、

執

筆

者

の

見

解

と

引

用

文

献

の

内

容

が

明

確

に

区

分

で

き

る

よ

う

表

現

す

る

。 

五

、

引

用 

 
 

引

用

文

が

短

い

場

合

は

本

文

中

に

「 

」

で

組

み

込

む

。

引

用

が

長

文

に

な

る

場

合

は

、

本

文

よ

り

二

字

分

下

げ

て

記

述

す

る

。 

 

例

‐

江

馬

務

は

「

□

□

□

…

□

□

」

と

述

べ

て

い

る

。 

 
 

 

江

馬

務

は

次

の

よ

う

に

述

べ

て

い

る

。 

 
 

 
 

 

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□ 

六

、

註 

 
 

註

の

番

号

は

ア

ラ

ビ

ア

数

字

に

よ

る

連

番

と

し

、

本

文

末

尾

に

一

括

表

記

す

る

。

文

献

資

料

の

書

き

方

は

原

則

次

の

通

り

と

し

、

出

版

年

は

西

暦

に

統

一

す

る

。 
（

１

）

単

行

本

の

場

合 
 

 

著

者

、

書

名

、

出

版

社

、

出

版

年

、

該

当

頁 

例

‐

江

馬

務

『

日

本

妖

怪

変

化

史

』
、

中

央

公

論

新

社

、

二

〇



〇

四

年

、

三

〇

頁

。 
（

２

）

論

文

の

場

合 
著

者

、

論

文

名

、

収

録

雑

誌

名

ま

た

は

単

行

本

名

、

巻

号

、

出

版

社

、

出

版

年

、

該

当

頁 

例

‐

江

馬

務
「

浮

世

絵

以

前

の

浮

世

絵

版

画

」
、『

浮

世

絵

芸

術

』

一

六

号

、

国

際

浮

世

絵

学

会

、

一

九

六

七

年

、

三

頁

。 

例

‐

江

馬

務

「

王

朝

の

服

装

」
、

井

筒

雅

風

ほ

か

編

『

江

馬

務

著

作

集

』

第

三

巻

所

収

、

中

央

公

論

社

、

一

九

八

四

年

、

三

〇

頁

。 

（

３

）

ネ

ッ

ト

情

報

か

ら

の

引

用

の

場

合 

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

制

作

者

名

、
引

用

箇

所

の

タ

イ

ト

ル

、
Ｕ

Ｒ

Ｌ

、

参

照

年

月

日 

例

‐

日

本

風

俗

史

学

会

「

日

本

風

俗

史

学

会

に

つ

い

て

」

h
t
t
p

://w
w

w
.f

u
z

o
k

u
s

h
i.jp

(
2

0
1

2
.8

.1
5

参

照)
 

（

４

）

再

引

用

の

場

合 

①

直

前

の

文

献

と

同

じ

場

合

は

「

同

前

、

頁

」 

②

少

し

前

の

文

献

と

同

じ

場

合

は

、
「

著

者

名

、

前

掲

註

（

註

番

号

）
、

頁

」

と

す

る

。 

七

、

表

記 

①

文

章

は

現

代

仮

名

遣

い

、

常

用

漢

字

を

用

い

る

。

た

だ

し

、

固

有

名

詞

、

引

用

史

料

は

こ

の

限

り

で

は

な

い

。

人

名

表

記

は

原

則

と

し

て

敬

語

敬

称

は

用

い

な

い

。

ま

た

、

同

一

人

物

名

が

多

出

す

る

場

合

、

初

回

は

姓

名

を

挙

げ

、

次

回

は

姓

の

み

と

す

る

。 

②

専

門

用

語

や

難

解

な

語

句

に

は

ル

ビ

を

つ

け

る

。 

③

数

字

は

原

則

と

し

て

漢

数

字

を

用

い

、

万

の

位

以

上

は

単

位

語

を

入

れ

る

。 

 
 

例

‐

二

五

人 

二

万

五

〇

〇

〇

個 

一

億

四

千

万

円 

 

④

わ

た

り

の

あ

る

数

字

は

省

略

し

な

い

。 

 
 

例

‐

一

九

六

二

～

一

九

八

二

年 

三

五

一

～

三

五

三

頁 

 

⑤

数

値

表

記

は

、

ア

ラ

ビ

ア

数

字

の

表

記

に

準

ず

る

。 

例

‐

四

八

・

五

パ

ー

セ

ン

ト 

摂

氏

三

七

度 

二

分

の

一 

 
⑥

年

号

表

記

は

西

暦

と

元

号

の

併

用

表

記

を

原

則

と

し

、
月

日

、

時

間

、

年

齢

は

次

の

よ

う

に

記

す

。 

 
 

例

‐

天

正

十

八

年

（

一

五

九

〇

）

八

月

一

日 
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二

〇

一

二

年

（

平

成

二

十

四

）

十

月

二

十

五

日 
 

十

二

時

三

十

五

分 

五

十

九

歳 

 

⑦

熟

語

や

固

有

名

詞

や

慣

用

が

固

定

化

し

て

い

る

も

の

は

漢

数

字

と

す

る

。 

 
 

例

‐

一

つ 
二

つ 

数

十

人 

七

里

ヶ

浜 
 

⑧

横

組

み

の

英

数

文

字

は

全

て

半

角

表

記

と

し

、

社

名

や

ロ

ゴ

な

ど

も

同

様

と

す

る

。 

⑨

括

弧

は

、

会

話

や

引

用

部

分

、

論

文

題

目

、

強

調

に

「 

」

を

付

し

、

書

名

・

雑

誌

名

を

示

す

場

合

と

「 

」

の

中

に

さ

ら

に

会

話

や

引

用

を

入

れ

る

場

合

に

『 
』

を

使

う

。

ま

た

「 

」

内

の

末

尾

に

句

点

（

。
）

は

入

れ

な

い

。 

⑩

繰

り

返

し

記

号

で

は

、

史

料

引

用

以

外

で

は

原

則

「

々

」

を

使

う

。

史

料

中

の

繰

り

返

し

記

号

は

マ

マ

と

す

る

。 

⑪

引

用

文

中

の

中

略

は

、
〔

前

略

〕
〔

中

略

〕
〔

後

略

〕

と

し

、

引

用

文

の

段

落

を

無

視

す

る

場

合

は

、
「

／

」

で

つ

な

ぐ

。 

八

、

図

版

資

料 

①

原

則

と

し

て

、

原

稿

種

類

①

～

④

で

掲

載

す

る

図

版

資

料

（

図

・

表

・

写

真

）

は

必

要

に

応

じ

た

点

数

（

概

ね

五

ペ

ー

ジ

相

当

分

）

と

す

る

。

⑤

～

⑦

は

若

干

と

し

、

編

集

担

当

と

相

談

の

上

決

定

す

る

。

⑧

、

⑨

で

は

原

則

と

し

て

写

真

図

版

等

は

掲

載

し

な

い

。

規

定

枚

数

が

超

過

し

た

り

、

ト

レ

ー

ス

作

業

を

必

要

と

す

る

場

合

は

実

費

負

担

と

す

る

。 

②

原

稿

に

図

版

資

料

の

挿

入

位

置

を

指

定

し

、

図

は

印

刷

に

耐

え

ら

れ

る

も

の

、

表

は

表

組

記

載

し

た

も

の

か

エ

ク

セ

ル

デ

ー

タ

、

写

真

は

、

紙

焼

き

プ

リ

ン

ト

ま

た

は

Ｊ

Ｐ

Ｇ

デ

ー

タ

を

準

備

し

て

送

付

す

る

こ

と

。

図

版

類

は

す

べ

て

白

黒

と

な

る

。 

③

引

用

添

付

す

る

図

版

が

著

作

権

者

も

し

く

は

所

蔵

者

の

承

認

を

必

要

と

す

る

場

合

は

、

あ

ら

か

じ

め

執

筆

者

各

自

で

掲

載

許

可

を

得

る

こ

と

。

そ

の

場

合

の

経

費

は

執

筆

者

の

負

担

と

す

る

。 

④

図

版

資

料

の

内

、

そ

れ

ぞ

れ

に

図

１

、

図

２

、

表

１

、

表

２

等

の

番

号

、

タ

イ

ト

ル

、

出

典

資

料

、

所

蔵

機

関

名

な

ど

の

説

明

を

明

記

す

る

。

表

の

タ

イ

ト

ル

・

説

明

は

表

の

上

部

、



図

の

タ

イ

ト

ル

・

説

明

は

下

部

に

つ

け

る

。 
九

、

そ

の

他 
本

文

と

は

別

に

、
執

筆

者

の

連

絡

先
（e

-
m

a
il

）
、
英

文

題

目

を

提

出

す

る

。
英

文

題

目

を

英

訳

担

当

者

に

依

頼

す

る

た

め

の

日

本

語

に

よ

る

短

い

題

目

説

明

に

替

え

る

こ

と

が

で

き

る

。 

 


